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, ，と＂、う九 I・、リカ〉教托（T）指摘日、 過去、午1
紀♂）インド人＂t-fi・の研究状j児を端i’ドjに表現Lたι
のであろ l,, 1) 











月,r史ど杭j斉思；＂,l1(I）独i'lf'I＇を七日 t'.L x':c1 ？にイ；ドれ は、さきにi主八た上ううに、過去，半険紀のイム
i斉学者i士、 独、主｛売の経済IT十両を契機として. if下流 ！、経済学fi・の貢献が． 個別的・政策論的課題合経
理論山分t1fで電Jg_('ti.京献をなした二どは汚疋しえ 験的・砧納的手続きを通じて究明する土いう似l]jf1i
！； 十 c i甲論的つ十ーミニ1 レーンー1＞に才JU、と独(1 で， 予見することができ乙。
／；民間企示 L, ,;jjlij理論の分野の問弁iに果t：.し， 本稿でとりあげるヲナー＂／ ,M. l;. H,,nadi,J cマ
7),, J：果fニL＿.－），） ふる役割l士、 すでに A般の：認める ，、ラノピス fl'.C、ルIahalanohiメ）は， Eもに， fン
と二乃である ドの経済思想、に独自の影響を与えた人物であると
イ〉ト、経済ぃ十両の五本的性格カヘマハラ／ Iごス・ ともにー その経済思想、が， 2人の活躍した時代の
ぞニFYしに上，＇て定式化されてか「んすでに久 LL、） 指導原理であり行動指針土して経済過程にう郎、街
多〈ゾ）経済学者i!;, そっ、ノレ白｛本山体系壬＇ :~- (/) 1J'l 幣全 lj今えたど L、〕，吾、i宋で司 インドの実践的経済，f~，
i：的論理の有i吉れに強レ問心を示すをともに， ftl, ;tf:，＇京と汚える G
Jj，近代経済理論di fンド，，♂）適用 1J能刊をli!I’W. 7卜 , t t, 189（）～9:l 1f-Fr＼！に発表したlTf1h11命
1ζJ ／，ど、新し 1、研究状況点ιやみ／： --~ j ! , J. ' yわろ 蒋｛［インド経済学論集』 （Hssays川 ！11di，川 J.:nmo-
二とはj主Hにj[/i：－ずるυ Ill；，可 ：,-¥ Coif山t川IIfゲ Fssaysand S’かγcites,Bombay, 
Lかしながら‘新しい潮流を担う理論的指導者 Th恥！山＆ Company, Ltd., 1898, :128 p.）におレて，







的課題止して日、 I＇：！己の経済思想,;1’阿に参両させるこ土，了，＿ （＇）後の［弓民会議派の経済的 m などは，
空， g体化するに必要な要件であ－－，た，，tr:業政策tハ1¥i;19:l］午、
仁、 、一山、
2 ＇ぺ二 iI, j持原J•M と f仁川司
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Mahalannhi只 The.'¥f>f>roach of Oj>cration,,l Rrscarch 
to l'!a11け1gi1 lndiιム九日1khwr.Tん’ Indian.To11r11a! 


















〈思想、｛士、 すでに 7 ハヲノピての顕脳の中に予定
の影響1-t,
f主的工業化を首軸とする段階飛躍が志向される。
ラナーデ、土マハラノ l二、ス；士宮i三円 ：：.~に問 L て It.－，ノ、・" i 1てL、fてて土に注目 Ltr it;JL::fん！＂＇ I,:',',.
Ⅱ　ラナーデの経済思想
1965010006.TIF
{J, （＇）思赴 l、体系を所有する r
2. 実践的政策論の格選
弓十ーデ、にあ v 》てit, Fイヴ陪史派 1）ストの段
階的発展台市陸軍、L, .e-n守的成長しつ忠ちの1蕊＊的店、














Gt l ) Max Millikan，“Economic Thought and 
Tts Application and九fethodologyin India’＇， Amcri-
白川 Fconomic'i?n.・i,・"', Yol. XLVI, May 19民、 No.
2ち pp.:-l:19～107. 
]) l L Bulani，“Th<' Qualily and Pe1spective of 
lndi日n Economie Thought叶， Indian J川 irna！οf
IC，川 2υ／Il川、 Vol. XXT[, January EM'.:, No.討（i,pp. 
:?KO～289. 
(il:2〕 KhagenclraN. Sen, ＇‘Economic Thinkin巨
in the‘Indian National C、on却でss", Indian Journal 
o( Frnnomif's, Vol. XXTl、Januaryl'l,12, No. 8(i、PP.
68リ～706.
11，訂正日fIndus/ rial (¥,m m issio11 : I＜.，・ρ仰す、 191β～ lリi品、
（、alcutla,Superintendenl (;ow・rnnwnt Print111g, In-
dia, l'il8, ,¥S:i p. 
:; ,. ・1 ,Iι；¥1 i （ン：.-J ショすり七べ •nw;/.r,l'
.・,,  Rごは，つぎのi'¥;t；－方、τ＼；＇J;・ξ なる｝
M. J¥. Buch, The D，汀•dopment o( Contrmj>ora,ツ
Indian IもlitirnlThought, Barodaラ C;oodCompani 
Ollへl'l:¥8,pp. lら（｝～：！2').
八 IミDesai,Social J-l山 "kf;ro11clo( Indian Social日／／
Bけmhay、PopularHook Depot, 1959, pp. 282～:i,1り．
I 弓子一子、、の経済思想
的立場引先いおを Lてみれば， 理論の根底には、 弓十一ニ子、の経済思想、が‘しばしば， 後世l：のイン
ー｜司社会を形成する照史的諸要同とそのl:J民約の i：経済学者ーによって， それぞれ異なる；同阪と解釈
十li正規定的交渉の中に類別される地域経済隔の発 を力1x i＇）れていることは， あたかも， ドイ、ソ歴史
展段階の差異を経済組織の組織力に注はして、終 派！！ストの場合がそうであ〆Jたように‘ われわれ
済発展の地域的問題全歴史けの中に結ひ／）,t工う に興味深し、研究課題を提供するの
とすろ方法的，~：11止の色場を見いだ十r う十ーヂは， およそ経済思想史上 リストほどi',くの異な., 
組織力の欠如を経済主体としてじっ企？と者職能の問 た~ffilli （／）与え，， hた経済学者は少なレ。 スルケセ
唱をして把t§:L、 同民経済什両によど〉同家の家父 ,J<. :forksc) Cil ＇.！）はかれを「経済的国家主義吉 J,
た主義的機能を電視するに至る i f ハヲノビス［士雪 シード，リスト（Cideand Rist) Ctl 4) (4:「ドイ、ソマf
羽織力の差異が植民地的従属＼＇ r干の府史逃誌にあ J ,, 同主義の先達J, F ・ゥレアモンテ（I旬、 Clairmont刊
に 先進資本ド義諸問との技術水汗の芸w二上 f ' 〔i日、 it「均斉的成長械念のおI］始者しどそれぞれ4:'i
てJ主仁た、と Lぺι議Jト九／I＼発L，杭清；)1-p!Jfに上 徴 J ぺ）;:, ＇また抜 j-;教較は（》16), リストの段階論
引王l家の指導的役得lj を吾被「~~）＇ 的1K本認織It，歴史的・実践的形成論理としての
ラ一！一 Fv !'.i:業斉職1fEにせ上． 「、y P、ご｝ノヒス （｝） 段陪理i論の本質を i,〆 ii，σ）と L’ そ0）現f℃的意義
技術水士fJ）格差にせ上， l土」民経｛斉の形成jプ1
｛ 域経i斉圃に才Jける歴史的限定σ）I百題として E没定寸一 世I：σiPf：者－によ，〉て異なつた評伝liや解釈を与えムj




宗主：住iイギリス商業資本ω終始，（／）経済政策は，れた経1斉’手首 l であり、［イ L ドではじめて経波長！・
インドにおける権益と手I］得を守るこ υこ主l民がおあどもi呼ばil、[lki Cパ必要を，iι、た帝王i}寺学者」川7
との桜！丘に支配する 11,典派理，tti/t,みjlてし、t＝。l初期資本主義の形成期における凶民経
' l討 I i社会的！恒生研究の先j主j川！日 l と特
て；） ＼、i土，
がLタトil江主妙における地域的i上！際分業品をも.＞亡、i子学者｜
ridイg：ヨーいソノ、Il'γ ジア後進諸国主：原料W＜主計七tわれわれは以仁に加えて、キJ五i!lz－；「 1・,;/1_ -c' 
先進諸IE!を工業主i五と実i.Jりすることに成功したり流 7,f, 重）j, ，~ .L; け＜＇.，［五i京の役}irJ に／川、二~·）たえ )j か，
戸 tll I. 





















































18Y三年に世J・.（こ発せられたチ十一二十し＇ lt~\\ 1,J ft, 
当時の先進国 fギリスの経済理論と tit界主義的必
生1,ll~ ，・，るへし！とれぞれのよは,I：よか
んl,! tの思想の.＇，；＇｛／.＞・ ,:_ （；：物＂台；＂＇.， ¥,Iりとあふ ＇J
Wzさ：、
ラ十－ －；－，／）経済目、主1,(1）体系／（ :", i)、に七・（.＇）忠 ・l1Ui
熱帯アジ γ後進諸lf4iこ持組妥当性品カ・；， ＼、かに，ラト－－，ーの lインド帝王vrh
 
J, )XI J .>,/I J土『1：を，
fを欠く七（／）てあふかをきびしくJ比判iしたιのでよう，お l1~i., IイJ トぃ~：；：，，命集，］；ニオミ（<l .l li f／五九以＇ ' -
そのか！認さ）JとJ比平ljあらためて，<, G J.), l J) ;/l, i: J 1 Ind l九日 politic,rle，，山山1yI I pp. l～：；リ｝政治経済－；：」
精神山現代的意義をi向く，A'frliする，，この許j'f:＞／）主体をtくう「 7 わ，＇r:，湯舟：；u. iニ；土，
G ・ミ Jレケ」－；，.(C. Myrd;il! わょうど，二とjL l土，J主主 jLてレ＜＇.，＂














il~j し Iこ J)J結合j巴b 、起こさずにはおかなし、む
{ ／ト tl士if,it五；/'r＼ん！；ニ
.js tとシ》（／）特徴i
u ri1r昔、」 こ附 1－ノ・， c'>2l'i l ,} 











イい／ !if史ii(） と卜 （l-<4 J .q :) C'）強いlt*/;,I tと’1.t‘
（保護貨もい治iをrji心、とするリストり主践的政策
／ノド経ィ丸山、7よ＼！！／－（士‘
実践的政策論の展開に重要な意味こ；／lはとくに‘ぅ→－ !UJ,fil:!, /7;に多大のヲi'.:il'l'を与えずにはん yート叶同 tcム司
,} らためて；Jうまでも？を十 J 》末古！是正なゐことは，) +-) 
ィコ u・ ，.，－，）、.• I ' 
/.: L‘， 〆ご ，｝;'r-；必ぴ〉経済・7：がJ，泌リスト山忠；;tJ:¥J予J彰＼li,(l(j,
経済発／J1[(i）長期fi)J態過程に！¥IJす主i'.! （｝）特徴は，,;;¥()j法i二J J＼、てよJ:も舶詰；であっ／こり
Ji 政治~＇壬iti"f:j fl, 
ラ
ノ［ti I,'. I • J 叶、－r:-主 y〉，じ、 f子＇ ＇、ぜ‘に＼斤〉ヘ，.，




,(:c (T .S, c＇）資本ーとみノ）jft史を色：；：tとL‘










’子を批判し J ) ii ス｜流山 llti~ }j ;J：、k{t<1;)1 L tc 
企業者職能の供給が必経済組織の変換は‘1.51 かん司 lイン｜、此治経；i'!'II v）体系を構築しようと
国家の経済活動にお要 I'.,jでなければならtn、cI） λ トヤク二ーくラ寸＿.，・：，士、試みjこけれども唱
この分野で1必要と tr.ふけ







/I哉と此；：i1命と tilLJ,J i ，：，と L、ごI:f,1i 1~~ （これ」予
t；.ど歴史i/1と｜日l仁よ J に，






























































にjl（トF して丙’J'ffrliをす冶な （， ,J, 二仁 j正 1'!'.JiirF究び〉陪史を Jj~l1比す ？， i 二，， . ／こてklわ式さ）， 1、
十 i ノ、ムの経済守的，蛍義を体系化ナゐことにあっ';-__ '・ l」 j(j
ここに、 i経済国家主義者j と”判1iたど L、え上う tブト一片山j民IHJ:_ ；こ経済づきfi.l,iL ／； ゐL，にがん守
'5 tるゆえん元込める、今日の（民開発i五:IlりだJljl,1;ことその分析h法には，
長期動態過程に｜裂すぐ） .r主要tf.iy在）必要凶とし
こ企業 1i職ll主 i} ） 役’，~：1J を：指檎したことは i主 ~Hこ 1［！；す
(21 1 ご・.'ti安なぷ日誌を lj.える幾多【l)J;正常f;1；ぃ 51',t、fニさ
れる cすでに.i±:・、たように、弓寸ー／経；j.'¥.巴._tlJV l 1γr 
価と解釈が多岐にわたるよl!由iーにまさに，ルιJc Cl Jjf壬 クラーワホーレ ｛ (Hawley), る〉その指摘は，











の憐i主品目，］＇径のために i土、1.J1;:[1I 経済発Mhハどパ、； tiばijH,!J!岳地f't.l;t 、(ii 
ド
ド
」県三あふこと、J奈川わt－と 11~1t1:＊壬済 ，/ljfc;f!見d Jー｛初予Jl¥f;i1び Jil；で1
問題が当！制する再主要な理論的側面iを提起した。
ノ 1-- , I：白 iJ'.J fr(r'.J成長編山経消＇"t者会」I 
与l~ るへ雪、二 ι







































「イ J ド政治経済＇'f:’Jの22< －ジかん、！京主οま
まづI｝討をしよう。
“The Characteristics of our Social Life are the 
1》rcvalenceof Status over Contract，。fCombination 
over Comr】clition. Our habits of mind arc conser 
vati ve to a fault. The aptitudes of Climate and soil 
facilitate the‘production of rnw material. Lal附 ur日
cheap and plentiful, but unsteady, unthrifty、and
unskilled. Capital is scarce, immobile, and unenter-
prizing. （‘ooperat ion on a large scale りreither 
Capital or Labour is unknown. Agrieulturヒ isthι 
仁hiefsupport of nearly the whole population, and 
this Agriculture is carried on under conditions of 
m,ccrtain rainfall. ( '.ommen:c and 1¥lanufacrure 011 
a large scale are hut recent importations, and al 
industry is carried川 1、ontbc system of petty far-
ming, retaii dealing, and job working by po＜汀 peo
pie on borrowed capital. 'I‘here is an almost com-
plete al指en仁eof a landed gentry or wealthy middle 
cla凶札 ’i、heland i行 a Monopoly of the Statι Tlwι 
【lesirefor accumulation is very weak, peace and 
security having b山 口 almostunknown over large 
areas for any length of time til within the last 
Century. Our Laws and Institutions favour a low 
stand，ぜdof life, al(! encourage subdivision and not 
concentration of ＼νealth. The r巴ligiousideals of life 
condemn the ardent pursuit of wealth as a mistake 




































貧困の原図を fギラナーデはり！Jの個所で，〆｝ソ U富をj!c¥;Rしようストが一段と強1曜、影響力をも ／） 0
1）ス’帝国主義のお良民地支配ド求めようとする説に~~}, L どする利己心が欠如ILてL、t(L、でluい、iパー
イ干 1) I_ cl）支配がなか，／；こ！.；c，ほー年j：＿，、 iもし、l’1 rl1な無{lj］約1't.Jが唯イ）主要tdi/J機ではなレ。




















[Hit砂（月二長命び｝経｛it"i主的lg1ftltを中心とする＇） ぎ；：，ドv）現＇＊ミ企 fズ、うH寺ぴ） { 与〉 ーテノ、 I' レ, J , ) i問｝，よiL、以」ム，
ラナーヂ・モデルHt'l'IJを背J;tとL・,->J.t1J¥HLfこ，
v>i日j態l下Jfl1J11iに移ろう。
｛也し＇）｛%； ct止全ふんにめ ζ 〆！ミめるH映してレることは司
i i - ，＇／）；明時Ir，に分tl1を；試みた三つl:.でもな＇， ', 
外凶貿易にi生！し ζ、地tずソナーデの議論は，すなわわ生産要素ぴ）不完全：移動作三手十分cl J論点，
l'EI内rli場に目立する域的分業体系に関する i~il分と，｜仮説的氏理l てんにit;H空は経済理論の純然たどJ




















ラ十一千円上述の文革の指摘オる、1:¥'. cl) •Jii·i.1i ！ご
そ山！人j千f.i'r,Jふる L、イン｜、社会の封建遺制、して．

























































Wi与しはり，製紙，＇ ht,紡織、染色，" .＇－けとたるー（5）さ「piこ｛主.9'しぶiL/ titぷらない二こ
]li fリ；あ「〉ゆる階層内人ヤ（上，J:jt,1時i¥',lj故人など，熱，／17忠主（t不件：定な［，年1iやおLrlf:i：主 1 ご＇h立i士ラ
）長村にも1￥~1'1111 ゾ）競lfH 二社J立しき Av） ，出J ~隊J.1.,以 i二山；ー＼J与 二戸、均十；＼j帯4一心宿命iこわるとし、う Jネゴム






Vぷみ主ソと）＇ C~l ' 
しかし託行散な分析に，Jiδ JL 
'•j I与の多くの資料や久市｝＼







































／二仁／ iも J)if~出入、 ，） it' llH',1ll' 口（！日11.~ （＇ /,  ＂トil,It.;'. JI L、.：， ＇；（，円 ／，， ・fU1梓＇，.＂；＇.） J J) 
'. ＂＇’ ・: . ' -!; hふすんゐ.－，あきら，いにするところであるr十年中凶＇） !r官民，1,1’JliJ;i':条件ふをあらとと l,i ~ ·~ 川／Ji!:.t‘ 
｜ごit, 1H8：！～！!4 -ifl¥J i'l由貿易［Ji！であ J ) tこcイL（／｝必然的結ヨLて I,h, .c:, 
｛坑滋賀Miこアよ ＇｝ すlt主3J I , .之F 〆、，i、｛、ノ．) ' 
t 
.:1:1,業·＞＼M,tJ\g~ 菜／＇;i\l' J 川ト戸＇－・三一〆 J 、
, C＇業J終合1!-Jタトに詩，1:;L fこ II~りにて仁あ. ' Iこり、＂1時；こ ：，5＇，、亡； Iuえを出1li/b1＇現象（土‘±i｛どL,
; jー ニf；九十j化 IJl，議μ似しn l.iこにら「） .1心q, ,C，、に自信市E誌を充足寸イ，／こめ ,•1 百件 1\i1ネ J草山花f~J
主J仰！卒業保誕山必要性を経験的にぷ' ＇ ι ' ' ＇フ、i二んじよ J jて支えられ、 L、／こ：
iりl'rli J揚あ心し、iJU梓＇d）］山J1;）加／
 
L 》 K工，－，土伎を，1，.：.、と i ふj也）jは｜叶内i¥1J坊は、
昔HJと部iとのJ:J上心経済地Mは，）；ミ：；（~と工業‘F ゾ＞H'rJ臣：i，工、ノf)J f山 diJ坊に） 'i ／ょカ 2ったり




{・). l Cf:.). I, 
,iきに述／－＇..tこ，
的手I主体系ど III 内 i\W）；には！？一心品目i~l ；仁
山’lノ外／二一jti1¥-'E的f（政策1命を日ljと jA I (f, 
IX＼全＇bな／I¥j +,';'A~ I二tr, Iこそれを＇t＇心じだ j主Lf二地芯長！吋its.ど土 ｝c¥!,＇.、起こ t
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における凶家， 工業化，および議］：パアシスに J 、
L、て，ラ十一デの考え方をとりあげる。
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